（様式Ⅰ－１）

平成　 年　 月　 日

入札参加資格確認申請時必要書類一覧表

	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	様式Ⅰ　入札参加資格確認申請時必要書類

	◆ 入札参加資格確認申請時必要書類一覧表
	様式Ⅰ－１
	１部
	□
	□

	◆ 入札参加表明書
	様式Ⅰ－２
	１部
	□
	□

	◆ 応募者の構成員一覧表
	様式Ⅰ－３
	１部
	□
	□

	◆ 委任状
	様式Ⅰ－４
	１部
	□
	□

	◆ 入札参加資格確認申請書
	様式Ⅰ－５
	１部
	□
	□

	◆ 受託実績申請書兼誓約書
	様式Ⅰ－６
	１部
	□
	□

	（以下、添付資料）

	· 会社概要（応募者の構成員すべてに係るもの）
	－
	１部
	□
	□

	· 法人登記簿謄本（応募者の構成員すべてに係るもの）
	－
	１部
	□
	□

	· 設計業務の実施を担う者の一級建築士事務所の登録を証明する書類の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 設計業務の実施を担う者の技術士の在籍を証明する書類の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 膜ろ過装置の製造を担う者の膜ろ過装置の製造・設置実績を確認できる契約書原本及び仕様書等の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 工事業務の実施を担う者が特定建設業の許可を受けていることを証明する書類の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 工事業務の実施を担う者に関する「総合評定値通知書」の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 工事業務の実施を担う者の配水池の建設実績（元請としての施工実績）を確認できる契約書原本及び仕様書等の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 工事監理業務の実施を担う者の一級建築士事務所の登録を証明する書類の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 工事監理業務の実施を担う者の技術士の在籍を証明する書類の写し
	－
	１部
	□
	□


	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	· 維持管理業務の実施を担う者の膜ろ過装置の運転管理実績を確認できる契約書原本及び仕様書等の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 維持管理業務の実施を担う者のオンサイト洗浄の実績を確認できる契約書原本及び仕様書等の写し
	－
	１部
	□
	□

	· 維持管理業務のうち、運転管理業務を担う者が受託した日量１千㎥以上（公称能力）の浄水能力を有する浄水場の運転管理業務に関する契約書原本の写し、及び各業務の履行が完了していること若しくは継続中であることを証明する書類　
	－
	１部
	□
	□


（注）必要書類の種類と部数を確認し、「応募者確認」欄をチェックしてください。

（様式Ⅱ－１）

平成　 年　 月　 日

入札時必要書類一覧表
	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	様式Ⅱ　入札書類

	◆ 入札書
	様式Ⅱ－２
	１部
	□
	□

	◆ 委任状（代理人が入札する場合）
	様式Ⅱ－３
	１部
	□
	□

	◆ 委任状（復代理人が入札する場合）
	様式Ⅱ－４
	１部
	□
	□

	◆ 入札説明書等に関する誓約書
	様式Ⅱ－５
	１部
	□
	□

	様式Ⅲ　技術提案書

	◆ 技術提案概要説明書
	様式Ⅲ－１
	30部
	□
	□

	◆ 関係法令・仕様書リスト
	様式Ⅲ－２
	30部
	□
	□

	◆ 用地測量計画
	様式Ⅲ－３
	30部
	□
	□

	◆ 地質調査計画
	様式Ⅲ－４
	30部
	□
	□

	◆ 地下埋設物調査計画
	様式Ⅲ－５
	30部
	□
	□

	◆ 土壌汚染測定計画
	様式Ⅲ－６
	30部
	□
	□

	◆ 雨水・汚水排水経路計画
	様式Ⅲ－７
	30部
	□
	□

	◆ エネルギー有効利用計画
	様式Ⅲ－８
	30部
	□
	□

	◆ 工事工程表
	様式Ⅲ－９
	30部
	□
	□

	◆ 浄水施設計画（建築構造物）
	様式Ⅲ－10
	30部
	□
	□

	◆ 浄水施設計画（土木構造物）
	様式Ⅲ－11
	30部
	□
	□

	◆ 浄水施設主要施設リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－12
	30部
	□
	□

	◆ 外観計画
	様式Ⅲ－13
	30部
	□
	□

	◆ 浄水施設計画（機械設備）
	様式Ⅲ－14－①
	30部
	□
	□

	◆ 浄水処理フローシート
	様式Ⅲ－14－②
	30部
	□
	□

	◆ 浄水施設主要設備リスト（機械設備）
	様式Ⅲ－15
	30部
	□
	□

	◆ 水収支フロー図
	様式Ⅲ－16
	30部
	□
	□

	◆ 水収支計算書
	様式Ⅲ－17
	30部
	□
	□

	◆ 排水処理施設計画（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－18
	30部
	□
	□

	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	◆ 排水処理主要施設リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－19
	30部
	□
	□

	◆ 排水処理施設計画（機械設備）
	様式Ⅲ－20
	30部
	□
	□

	◆ 排水処理主要設備リスト（機械設備）
	様式Ⅲ－21
	30部
	□
	□

	◆ 排水処理フローシート
	様式Ⅲ－22
	30部
	□
	□

	◆ 配水池計画（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－23
	30部
	□
	□

	◆ 配水池主要施設リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－24
	30部
	□
	□

	◆ 薬品設備計画（機械設備）
	様式Ⅲ－25
	30部
	□
	□


	◆ 薬品設備主要設備リスト（機械設備）
	様式Ⅲ－26
	30部
	□
	□

	◆ 薬品洗浄廃液の処分計画
	様式Ⅲ－27
	30部
	□
	□

	◆ 場内配管計画（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－28
	30部
	□
	□

	◆ 場内配管主要リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－29
	30部
	□
	□

	◆ 電気設備計画
	様式Ⅲ－30
	30部
	□
	□

	◆ 電気設備主要設備リスト
	様式Ⅲ－31
	30部
	□
	□

	◆ 計装設備計画
	様式Ⅲ－32
	30部
	□
	□

	◆ 監視制御設備計画
	様式Ⅲ－33
	30部
	□
	□

	◆ 計装設備主要設備リスト
	様式Ⅲ－34
	30部
	□
	□

	◆ 監視制御設備主要設備リスト
	様式Ⅲ－35
	30部
	□
	□

	◆ 計装における非常時の考え方
	様式Ⅲ－36
	30部
	□
	□

	◆ 場内整備計画
	様式Ⅲ－37
	30部
	□
	□

	◆ 場内整備附帯施設主要施設リスト
	様式Ⅲ－38
	30部
	□
	□

	◆ 植樹地率計算書
	様式Ⅲ－39
	30部
	□
	□

	◆ 環境面への配慮
	様式Ⅲ－40
	30部
	□
	□

	◆ 撤去設計計画
	様式Ⅲ－41
	30部
	□
	□

	◆ 主要撤去施設リスト
	様式Ⅲ－42
	30部
	□
	□

	◆ 撤去工事における環境配慮
	様式Ⅲ－43
	30部
	□
	□

	◆ 既存施設と新設施設の関連工事計画
	様式Ⅲ－44
	30部
	□
	□

	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	◆ 工事監理計画
	様式Ⅲ－45
	30部
	□
	□

	◆ 試運転調整期間における排水計画
	様式Ⅲ－46
	30部
	□
	□

	◆ 工事に伴う周辺への配慮
	様式Ⅲ－47
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（運転管理計画）
	様式Ⅲ－48
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（運転管理体制）
	様式Ⅲ－49
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（浄水施設）
	様式Ⅲ－50
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（水量管理）
	様式Ⅲ－51
	30部
	□
	□

	◆ 管理目標値の明確化
	様式Ⅲ－52
	30部
	□
	□

	◆ 時間別最大濁度発生時シミュレーション（浄水処理）
	様式Ⅲ－53－①
	30部
	□
	□

	◆ 時間別最大濁度発生時シミュレーション（排水処理）
	様式Ⅲ－53－②
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（配水池）
	様式Ⅲ－54
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（排水処理施設）
	様式Ⅲ－55
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（薬品設備）
	様式Ⅲ－56
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理業務（場外系施設）
	様式Ⅲ－57
	30部
	□
	□

	◆ 脱水汚泥再生利用計画書
	様式Ⅲ－58－②
	30部
	□
	□

	◆ 受入表明書
	様式Ⅲ－58－③
	30部
	□
	□

	◆ 脱水汚泥再生利用フロー図
	様式Ⅲ－59
	30部
	□
	□

	◆ 脱水汚泥保管計画書
	様式Ⅲ－60
	30部
	□
	□

	◆ エネルギー使用量計算書
	様式Ⅲ－61－①･②
	30部
	□
	□

	◆ 運転管理の考え方（教育計画）
	様式Ⅲ－62
	30部
	□
	□

	◆ 年度別保守管理計画表
	様式Ⅲ－63－①～④
	30部
	□
	□

	◆ 保全管理業務（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－64
	30部
	□
	□

	◆ 点検リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－65－①
	30部
	□
	□

	◆ 修繕リスト（建築構造物・土木構造物）
	様式Ⅲ－65－②
	30部
	□
	□

	◆ 保全管理業務（機械設備）
	様式Ⅲ－66
	30部
	□
	□

	◆ 点検リスト（機械設備）
	様式Ⅲ－67－①
	30部
	□
	□

	◆ 修繕リスト（機械設備）
	様式Ⅲ－67－②
	30部
	□
	□

	◆ 保全管理業務（電気設備）
	様式Ⅲ－68
	30部
	□
	□

	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	◆ 点検リスト（電気設備）
	様式Ⅲ－69－①
	30部
	□
	□

	◆ 修繕リスト（電気設備）
	様式Ⅲ－69－②
	30部
	□
	□

	◆ 保全管理業務（計装設備）
	様式Ⅲ－70
	30部
	□
	□

	◆ 点検リスト（計装設備）
	様式Ⅲ－71－①
	30部
	□
	□

	◆ 修繕リスト（計装設備）
	様式Ⅲ－71－②
	30部
	□
	□

	◆ 保全管理業務（監視制御設備）
	様式Ⅲ－72
	30部
	□
	□

	◆ 点検リスト（監視制御設備）
	様式Ⅲ－73－①
	30部
	□
	□

	◆ 修繕リスト（監視制御設備）
	様式Ⅲ－73－②
	30部
	□
	□

	◆ 水質管理業務
	様式Ⅲ－74
	30部
	□
	□

	◆ 災害・事故対策業務
	様式Ⅲ－75
	30部
	□
	□

	◆ 安全衛生管理業務
	様式Ⅲ－76
	30部
	□
	□

	◆ 施設公開業務（見学者対応）
	様式Ⅲ－77
	30部
	□
	□

	◆ 保安業務
	様式Ⅲ－78
	30部
	□
	□

	◆ 清掃業務
	様式Ⅲ－79
	30部
	□
	□

	◆ 業務の引継ぎに対する考え方
	様式Ⅲ－80
	30部
	□
	□

	◆ ＩＳＯ取得計画
	様式Ⅲ－81
	30部
	□
	□

	様式Ⅳ　事業提案書

	◆ ＳＰＣの設立計画
	様式Ⅳ－１－①・②
	30部
	□
	□

	◆ 事業実施体制
	様式Ⅳ－２－①・②・③
	30部
	□
	□

	◆ 全体マネジメント体制
	様式Ⅳ－３
	30部
	□
	□

	◆ 事業スケジュール
	様式Ⅳ－４
	30部
	□
	□

	◆ セルフモニタリング計画
	様式Ⅳ－５
	30部
	□
	□

	◆ 円滑で確実な業務引継ぎの仕組み
	様式Ⅳ－６
	30部
	□
	□

	◆ 施設整備費用計画
	様式Ⅳ－７－①・②
	30部
	□
	□

	◆ 維持管理費用計画
	様式Ⅳ－８
	30部
	□
	□

	◆ 年度別サービスの対価の支払予定表
	様式Ⅳ－９
	30部
	□
	□

	◆ 収入計画及び資金計画
	様式Ⅳ－10
	30部
	□
	□

	◆ 資金調達の確実性
	様式Ⅳ－11
	30部
	□
	□

	◆ 借入金返済計画等
	様式Ⅳ－12
	30部
	□
	□

	◆ 長期収支計画
	様式Ⅳ－13－①・②
	30部
	□
	□

	提出書類の種類
	様式No.
	部数
	応募者
確認
	市
確認

	◆ キャッシュフロー計画
	様式Ⅳ－14
	30部
	□
	□

	◆ 事業の継続性維持計画
	様式Ⅳ－15
	30部
	□
	□

	◆ リスク対応計画
	様式Ⅳ－16
	30部
	□
	□

	◆ 履行保証金に関する考え方
	様式Ⅳ－17
	30部
	□
	□

	◆ 提案書概要版
	－
	30部
	□
	□

	◆ 有価証券報告書等
	－
	５部
	□
	□


（注）必要書類の種類と部数を確認し、「応募者確認」欄をチェックしてください。
（様式Ⅲ－９）

	工事工程表

	本事業を行うに当たって事前調査・設計から試運転までの工程について、次の項目ごとにバーチャートにて記述してください。該当しない項目についてはバーチャートを記入せず、また、追加項目が必要な場合は様式を加工して記入してください。

Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロード可）によりＡ３版横書き２ページ以内で記述してください。
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工種
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工種

上記費用

合計

その他必要な附帯

施設

場内整備附帯施設主要

施設リスト







場内配管場内配管主要リスト





計装設備

計装設備主要設備リスト





監視制御主要設備リスト







電気設備電気設備主要設備リスト





排水処理施設

排水処理主要施設リスト

（建築・土木構造物）





排水処理主要施設リスト

（機械設備）





事業者用管理棟

浄水施設主要施設リスト

（建築・土木構造物）





薬品設備薬品設備主要設備リスト





配水池

配水池及び主要設備リス

ト











浄水施設

浄水施設主要施設リスト

（建築・土木構造物）

1膜ろ過棟





浄水施設主要設備リスト

（機械設備）



維持管理費用

上段：工種

下段：金額

維持管理期間

1年目 2年目 3年目 4年目

様式Ⅳ-8

分類

区分番号名称



（様式Ⅲ－14－①）

	浄水施設計画（機械設備）

	浄水処理を行う上で必要と考える機械設備計画について、次の観点から簡潔に記述してください。なお、容量計算や根拠資料等については、別添資料として添付してください。

１　濁度30度以下の原水を171,070㎥/日浄水するために提案される設備概要
２　膜交換時の対応方法

３　膜損傷検知の考え方

４　洗浄方法と留意した事項

５　提案する膜について水質向上面での優位性やＰＲ事項


備考　Ａ４版10ページ以内で具体的に記述してください。

（様式Ⅲ－17）

	水収支計算書

	計算条件に基づき、提案をする施設の月別平均運転時での水収支計算を行ってください。このときの洗浄間隔や膜ろ過流束については、浄水施設計画（機械設備）（様式Ⅲ－14－①）に示す内容を基本として収支計算を行ってください。ただし、実績やその他条件を勘案して設備諸元を浄水施設計画（機械設備）（様式Ⅲ－14－①）と変える場合は、別添資料を添付し備考欄に変更した内容を記載して下さい。

Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロード可）によりＡ３版横書きで記述してください。


[image: image2.emf]第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４

-屋根修繕----------------------

03,0000000000000000000000000

維持管理期間

5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目


（様式Ⅲ－29）
場内配管計画（建築構造物・土木構造物）（様式Ⅲ－28）に示す場内配管図を補完するための概要を以下に示してください。

	場内配管主要リスト（建築構造物・土木構造物）

	番号
	区間
	管路名称
	材質等
	管径

	501
	例：原水連絡
	膜ろ過流入部
	原水管
	ＤＩＰ、ＵＦ型
	φ1500

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－38）
提案を行う場内整備計画について、主要な工種を下表に示してください。

	場内整備附帯施設主要施設リスト

	番号
	工種
	概略数量
	備考

	901
	例：張芝
	○ｍ2
	

	902
	例：植栽
	
	

	903
	例：フェンス
	
	ステンレス製　Ｈ＝2.0ｍ

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（様式Ⅲ－49）
	運転管理業務（運転管理体制）

	運転管理体制（人数、担当業務、勤務時間等）及び資格取得人数と資格種類を記載してください。


備考　Ａ４版５ページ以内で具体的に記述してください。

（様式Ⅲ－53－①）

時間別最大濁度発生時シミュレ－ション（浄水処理）

・ 様式Ⅲ－12、15、24、26で設定した施設・設備を用いて、下記に示す時間別最大濁度発生時シミュレ－ションを作成してください。

・ 最大固形物発生量は事業者の提案による設定値により、シミュレ－ションを作成してください。

・ 数値については小数点以下第２位を四捨五入してください。

・ Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）で作成し、該当しない項目には記入せず、追記を必要とする場合は表を加工してください。
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（様式Ⅲ－53－②）

時間別最大濁度発生時シミュレ－ション（排水処理）

・ 様式Ⅲ－19、21、26で設定した施設・設備を用いて、下記に示す時間別最大濁度発生時シミュレ－ションを作成してください。

・ 最大時の固形物発生量は事業者の提案による設定値により、シミュレ－ションを作成してください。

・ 汚泥の含水率は、事業者が提案により設定してください。

・ 数値については小数点以下第２位を四捨五入してください。

・ Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）で作成し、該当しない項目には記入せず、追記を必要とする場合は表を加工してください。

[image: image4.emf]第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４第１第２第３第４

-------------屋根修繕--
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（様式Ⅲ－63－①）

年度別保守管理計画表（１／４）


保守管理の考え方に沿って行う保守管理業務に係る費用について記入してください。

· Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）により提出してください。行が不足する場合は表を加工してください。

· 名称に示す内訳項目は、様式Ⅲ－65－①、65－②、67－①、67－②、69－①、69－②、71－①、71－②、73－①、73－②、29、38に記した対象箇所（名称）と合わせて記述してください。

· 維持管理期間は第１四半期（４～６月）を「第１」、第２四半期（７～９月）を「第２」、第３四半期（10～12月）を「第３」、第４四半期（１～３月）を「第４」とします。
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[image: image6.emf]種別番号 1h2h3h4h5h6h7h8h9h10h…35h36h37h38h39h40h41h42h43h44h45h46h47h48h

（1）取水量

（m

3

/時）

7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200…7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200

水温 （℃）18.218.118.018.017.917.917.817.817.917.9…18.118.218.318.318.218.218.218.218.218.218.218.218.218.3

原水濁度 （度）9.812.215.022.528.530.030.030.030.030.0…29.527.726.625.724.624.223.522.321.721.320.920.720.419.7

ｐＨ （－）7.27.27.27.27.27.27.27.27.37.3…7.67.67.67.77.77.77.67.77.77.77.77.77.77.7

SS換算係数 （－）1.21.21.21.21.21.21.21.21.21.2…1.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.2

濁度由来流入固形物量（kgDS/時）85105130194246259259259259259…255239230222213209203193187184181179176170

[１]着水井（1）着水井流入量

（m

3

/時）

[２]除濁装置（2）除濁装置流入量

（m

3

/時）

(101)排水量

（m

3

/時）

排水ロス （％）

[３]凝集混和槽（3）凝集混和槽流入量

（m

3

/時）

ＰＡＣ注入率（mg/L）

ＰＡＣ注入量（L/時）

ＰＡＣ由来流入固形物量（kgDS/時）

[４]膜ろ過設備(4)膜ろ過設備流入量

（m

3

/時）

膜モジュール単位面積

（m

2

/ﾓｼﾞｭｰﾙ）

膜モジュール数

（ﾓｼﾞｭｰﾙ/系列）

系列数（系列）

膜モジュール総面積

（m

2

）

膜ろ過流束（m/時）

膜ろ過水量

（m

3

/時）

物理洗浄周期（時間/回）

物理洗浄回数 （回）

膜ろ過設備流入固形物量（kgDS/時）

(7)循環水

（m

3

/時）

循環率 （％）

(9)単位膜面積当り物理洗浄水量

（L/m

2

）

物理洗浄水量

（m

3

/時）

(102)物理洗浄排水量

（m

3

/時）

膜ろ過設備回収率 （％）

(103)水質計器排水量

（m

3

/時）

[５]物理洗浄水槽(5)処理水量（膜ろ過設備より）

（m

3

/時）

(8)物理洗浄水槽流入流量

（m

3

/時）

[６]配水池(6)配水池流入流量

（m

3

/時）

(10)処理水量（回収系設備より）

（m

3

/時）

(104)物理洗浄水量

（m

3

/時）

(105)薬品洗浄水量

（m

3

/時）

(11)配水量

（m

3

/時）

細目

計算条件


（様式Ⅲ－63－②）

年度別保守管理計画表（２／４）


保守管理の考え方に沿って行う保守管理業務に係る費用について記入してください。

· Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）により提出してください。行が不足する場合は表を加工してください。

· 名称に示す内訳項目は、様式Ⅲ－65－①、65－②、67－①、67－②、69－①、69－②、71－①、71－②、73－①、73－②、29、38に記した対象箇所（名称）と合わせて記述してください。

· [image: image7.emf]種別番号 1h2h3h4h5h6h7h8h9h10h…35h36h37h38h39h40h41h42h43h44h45h46h47h48h

（1）取水量

（m

3

/時）

7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200…7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200

水温 （℃）18.218.118.018.017.917.917.817.817.917.9…18.118.218.318.318.218.218.218.218.218.218.218.218.218.3

原水濁度 （度）9.812.215.022.528.530.030.030.030.030.0…29.527.726.625.724.624.223.522.321.721.320.920.720.419.7

ｐＨ （－）7.27.27.27.27.27.27.27.27.37.3…7.67.67.67.77.77.77.67.77.77.77.77.77.77.7

SS換算係数 （－）1.21.21.21.21.21.21.21.21.21.2…1.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.2

濁度由来流入固形物量（kgDS/時）85105130194246259259259259259…255239230222213209203193187184181179176170

[101]排水槽(101)排水量

（m

3

/時）

(102)物理洗浄排水量

（m

3

/時）

(103)水質計器排水量

（m

3

/時）

(109)循環水

（m

3

/時）

循環率 （％）

(110)物理洗浄排水量

（m

3

/時）

[102]濃縮槽(106)濃縮槽流入量

（m

3

/時）

濃縮槽流入固形物量（kgDS/時）

濃縮槽流入濃度 （％）

濃縮槽排泥濃度 （％）

[103]脱水機(111)脱水機投入汚泥量

（m

3

/時）

脱水機投入固形物量（kgDS/時）

脱水ケーキ含水率 （％）

脱水ケーキ水分量

（m

3

/時）

(112)脱水ケーキ発生量（TON/時）

(113)ろ液

（m

3

/時）

[104]上澄水槽(107)上澄水流入量

（m

3

/時）

[105]回収系設備(108)回収系膜ろ過設備流入量

（m

3

/時）

膜モジュール単位面積

（m

2

/ﾓｼﾞｭｰﾙ）

膜モジュール数

（ﾓｼﾞｭｰﾙ/系列）

系列数（系列）

膜モジュール面積

（m

2

）

膜ろ過流束（m/時）

物理洗浄周期（時間/回）

物理洗浄回数 （回）

回収系設備流入固形物量

（m

3

/時）

(10)処理水量（回収系設備より）

（m

3

/時）

(104)

単位膜面積当り物理洗浄水量（回収系）

（L/m

2

）

物理洗浄水量

（m

3

/時）

(110)物理洗浄排水量

（m

3

/時）

回収系膜ろ過設備回収率 （％）

[106]薬品洗浄設備(105)薬品洗浄必要水量

（m

3

/系列）

薬品洗浄水量

（m

3

/時）

(114)薬品洗浄排水量

（m

3

/時）

回収率 （％）

細目

計算条件

維持管理期間は第１四半期（４～６月）を「第１」、第２四半期（７～９月）を「第２」、第３四半期（10～12月）を「第３」、第４四半期（１～３月）を「第４」とします。

[image: image8.emf]種別番号 4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月

（1）取水量

（m

3

/日）

172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800172,800

水温 （℃）17.820.825.927.025.219.122.515.815.29.013.011.3

原水濁度 （度）2.11.52.53.74.05.04.73.92.11.41.81.9

ｐＨ （－）7.877.837.997.918.087.877.858.177.767.777.767.92

SS換算係数 （－）1.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.21.2

濁度由来流入固形物量

（kgDS/日）

1,7111,2432,0373,0293,3554,1543,9083,2011,7781,1351,5071,558

[１]着水井（1）着水井流入量

（m

3

/日）

[２]除濁装置（2）除濁装置流入量

（m

3

/日）

(101)排水量

（m

3

/日）

排水ロス （％）

[３]凝集混和槽

（3）凝集混和槽流入量

（m

3

/日）

ＰＡＣ注入率 （mg/L）

ＰＡＣ注入量 （L/日）

ＰＡＣ由来流入固形物量

（kgDS/日）

[４]膜ろ過設備

(4)膜ろ過設備流入量

（m

3

/日）

膜モジュール単位面積

（m

2

/ﾓｼﾞｭｰﾙ）

膜モジュール数

（ﾓｼﾞｭｰﾙ/系列）

系列数 （系列）

膜モジュール総面積

（m

2

）

膜ろ過流束 （m/日）

膜ろ過水量

（m

3

/日）

物理洗浄周期（時間/回）

物理洗浄回数 （回）

膜ろ過設備流入固形物量

（kgDS/日）

(7)循環水

（m

3

/日）

循環率 （％）

(9)単位膜面積当り物理洗浄水量

（L/m

2

）

物理洗浄水量

（m

3

/日）

(102)物理洗浄排水量

（m

3

/日）

膜ろ過設備回収率（％）

(103)水質計器排水量

（m

3

/日）

[５]物理洗浄水槽

(5)処理水量（膜ろ過設備より）

（m

3

/日）

(8)物理洗浄水槽流入流量

（m

3

/日）

[６]配水池(6)配水池流入流量

（m

3

/日）

(10)処理水量（回収系設備より）

（m

3

/日）

(104)物理洗浄水量

（m

3

/日）

(105)薬品洗浄水量

（m

3

/日）

(11)配水量

（m

3

/日）

[101]排水槽(101)排水量

（m

3

/日）

(102)物理洗浄排水量

（m

3

/日）

(103)水質計器排水量

（m

3

/日）

(109)循環水

（m

3

/日）

循環率 （％）

(110)物理洗浄排水量

（m

3

/日）

[102]濃縮槽(106)濃縮槽流入量

（m

3

/日）

濃縮槽流入固形物量

（kgDS/日）

濃縮槽流入濃度 （％）

濃縮槽排泥濃度 （％）

[103]脱水機(111)脱水機投入汚泥量

（m

3

/日）

脱水機投入固形物量

（kgDS/日）

脱水ケーキ含水率 （％）

脱水ケーキ水分量

（m

3

/日）

(112)脱水ケーキ発生量（TON/日）

(113)ろ液

（m

3

/日）

[104]上澄水槽(107)上澄水流入量

（m

3

/日）

[105]回収系設備

(108)回収系膜ろ過設備流入量

（m

3

/日）

膜モジュール単位面積

（m

2

/ﾓｼﾞｭｰﾙ）

膜モジュール数

（ﾓｼﾞｭｰﾙ/系列）

系列数 （系列）

膜モジュール面積

（m

2

）

膜ろ過流束 （m/日）

物理洗浄周期（時間/回）

物理洗浄回数 （回）

回収系設備流入固形物量

（m

3

/日）

(10)処理水量（回収系設備より）

（m

3

/日）

(104)

単位膜面積当り物理洗浄水量（回収系）

（L/m

2

）

物理洗浄水量

（m

3

/日）

(110)物理洗浄排水量

（m

3

/日）

回収系膜ろ過設備回収率 （％）

[106]薬品洗浄設備

(105)薬品洗浄必要水量

（m

3

/系列）

薬品洗浄水量

（m

3

/日）

(114)薬品洗浄排水量

（m

3

/日）

回収率（％）

細目

計算条件


（様式Ⅲ－63－③）

年度別保守管理計画表（３／４）

保守管理の考え方に沿って行う保守管理業務に係る費用について記入してください。

· Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）により提出してください。行が不足する場合は表を加工してください。

· 名称に示す内訳項目は、様式Ⅲ－65－①、65－②、67－①、67－②、69－①、69－②、71－①、71－②、73－①、73－②、29、38に記した対象箇所（名称）と合わせて記述してください。

· 維持管理期間は第１四半期（４～６月）を「第１」、第２四半期（７～９月）を「第２」、第３四半期（10～12月）を「第３」、第４四半期（１～３月）を「第４」とします。



（様式Ⅲ－63－④）

年度別保守管理計画表（４／４）

保守管理の考え方に沿って行う保守管理業務に係る費用について記入してください。

· Microsoft社製Excel（ホームページよりファイルのダウンロ－ド可）により提出してください。行が不足する場合は表を加工してください。

· 名称に示す内訳項目は、様式Ⅲ－65－①、65－②、67－①、67－②、69－①、69－②、71－①、71－②、73－①、73－②、29、38に記した対象箇所（名称）と合わせて記述してください。

· 維持管理期間は第１四半期（４～６月）を「第１」、第２四半期（７～９月）を「第２」、第３四半期（10～12月）を「第３」、第４四半期（１～３月）を「第４」とします。



（様式Ⅲ－65－①）

建築物、コンクリ－ト構造物及びそれらの付属設備に対する日常点検の項目、内容、箇所を記入してください。

	点検リスト（建築構造物・土木構造物）

	対象施設
	番号
	構造物名称
	点検項目
	方法
	頻度

	例：浄水施設
	1
	膜ろ過棟
	躯体の亀裂
	現場作業員による目視点検
	１回／１年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－65－②）

建築物、コンクリ－ト構造物及びそれらの付属設備に対する、保守管理上、修繕、更新を行う箇所を記入してください。

頻度については、修繕を行う間隔を記入してください。

	修繕リスト（建築構造物・土木構造物）

	番号
	構造物名称
	対象箇所
	修繕項目
	頻度
	修繕内容

	51
	例：脱水機室
	外壁
	亀裂
	１回/年
	業者による施工

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－67－①）

機械設備における日常点検の項目、内容、箇所等を記入してください。

浄水施設主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－15）、排水処理主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－21）、薬品設備主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－26）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。
	点検リスト（機械設備）

	番号
	対象施設
	機器名称
	点検項目
	方法
	頻度

	例：101
	浄水施設
	逆洗ポンプ
	減速部の軸・軸受け
	メ－カによる点検
	１回／年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－67－②）

機械設備の保守管理上、修繕、更新を行う箇所を記入してください。

浄水施設主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－15）、排水処理主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－21）、薬品設備主要設備リスト（機械設備）（様式Ⅲ－26）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

頻度については、部品交換の頻度について記入してください。

	修繕リスト(機械設備)

	番号
	対象施設
	機器名称
	修繕項目
	頻度
	修繕内容

	例：10○
	浄水施設
	主系膜ろ過装置
	膜ろ過装置交換
	１回／5年
	メーカーによる交換

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－69－①）

電気設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等を記入してください。

電気設備主要設備リスト（様式Ⅲ－31）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

	点検リスト（電気設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	点検項目
	方法
	頻度

	例：60○
	受変電設備
	変圧器
	保護装置の配線、接続部の状況
	メーカーによる

点検
	１回／１年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－69－②）

電気設備について、保守管理上、修繕、更新を行う箇所を記入してください。

電気設備主要設備リスト（様式Ⅲ－31）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

頻度については、部品交換の頻度を記入してください。

	修繕リスト（電気設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	修繕項目
	頻度
	修繕内容

	例：60○
	受変電設備
	変圧器
	コンデンサ
	1回／10年
	メーカーによる

交換

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－71－①）

計装設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述してください。

計装設備主要設備リスト（様式Ⅲ－34）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

	点検リスト（計装設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	点検項目
	方法
	頻度

	例：70○
	配水池
	電磁流量計
	ゼロ点校正
	メーカーによる

点検
	１回／１年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－71－②）

計装設備について、保守管理上、修繕、更新を行う箇所を記入してください。

計装設備主要設備リスト（様式Ⅲ－34）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

頻度については、部品交換の頻度について記入してください。

	修繕リスト（計装設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	修繕項目
	頻度
	修繕内容

	例：70○
	配水池
	電磁流量計
	本体交換
	1回／15年
	メーカーによる

交換

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－73－①）

監視制御設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述してください。

監視制御設備主要設備リスト（様式Ⅲ－35）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

	点検リスト（監視制御設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	点検項目
	方法
	頻度

	例：80○
	管理室
	プロセス入出力装置
	冷却ファン清掃動作点検
	清掃、動作確認
	１回／１年

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅲ－73－②）

監視制御設備について、保守管理上修繕、更新を行う箇所を記入してください。

監視制御主要設備リスト（様式Ⅲ－35）で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させてください。

頻度については、部品交換の頻度について記入してください。

	修繕リスト（監視制御設備）

	番号
	対象箇所
	機器名称
	修繕項目
	頻度
	修繕内容

	例：80○
	管理室
	プロセス入出力装置
	本体交換
	1回／15年
	メーカーによる

交換

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（様式Ⅳ－２－③）

	事業実施体制 ③ －運転管理業務の実施を担う者の実績－

	運転管理業務の実施を担う者の実績を以下に記入してください。

企業名
主な実績
業務概要
業務名称
発注者名称
施設名称
浄水処理能力（㎥/日）
業務期間
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
業務内容
業務概要
業務名称
発注者名称
施設名称
浄水処理能力（㎥/日）
業務期間
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
業務内容
業務概要
業務名称
発注者名称
施設名称
浄水処理能力（㎥/日）
業務期間
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
業務内容
（注）記入欄は、必要に応じ、適宜追加してください。


（様式Ⅳ－７－①Ａ）

	施設整備費用計画 ①Ａ －施設整備費積算表－

	１　費用見積り

施設整備業務に係る費用見積りを記載してください。

（単位：千円）


（様式Ⅳ－８Ｄ）

	維持管理費用計画 Ｄ －維持管理業務費用見積り－

	（単位：千円）

（注１）提案内容に応じて項目を適宜設定の上、対応する金額を記入してください。
（注２）消費税及び地方消費税、物価変動を除いた額を記入してください。

（注３）可能な範囲で具体的に記入してください。

（注４）入札説明書別添資料５「事業契約書（案）」別紙５　３（２）イに該当する費用は、本費用見積りに計上してください

（注５）各年の費用には実態に即した内容（年度ごとに支出状況が異なる点を反映させた内容）を計上してください。
（注６）金額は、千円未満は切捨てで記入してください。
（注７）金額は、年度別保守管理計画表（様式Ⅲ－63）のうちの修繕費に該当する費用及び長期収支計画（様式Ⅳ－13）と整合性の取れる形で記入してください。

（注８）Microsoft社製Excel（Windows版）のファイル形式で提出してください。



（様式Ⅳ－９）

	年度別サービスの対価支払予定表

	各業務の見積りを基に、事業期間中の年度別サービスの対価支払予定表を記載してください。

（単位：円）

（注１）消費税及び地方消費税、物価変動を除いた額を記入してください。

（注２）各項目の分類は、入札説明書別添資料５「事業契約書（案）」別紙５の費目に沿ってください。

（注３）可能な範囲で具体的に記入してください。

（注４）施設整備費及び支払利息は、入札説明書別添資料５「事業契約書（案）」別紙５に記載の算定方法により積算の上、記入してください。なお、提案書における基準金利は、本提案書類作成要領及び様式集第１　２（３）ウ（ｱ）に記載のとおりとし、スプレッドは応募者の提案によるものとします。

（注５）修繕費を除く維持管理費は、事業に要する費用に基づき、維持管理期間にわたって平準化して支払を受ける前提で応募者が提案する金額を記入してください。

（注６）その他の様式と関連のある項目の数値は、整合性の取れる形で記入してください。
（注７）Microsoft社製Excel（Windows版）のファイル形式で提出してください。


（様式Ⅳ－10Ａ）

	収入計画及び資金計画 Ａ

	現在想定している収入計画及び資金計画の内容を記載してください。

１　収入計画

（１）施設整備費の積算根拠となる７年物（円－円）金利スワップレート及び10年物（円－円）金利スワップレートに上乗せするスプレッド、及びその根拠

ア　スプレッド（注２）

イ　根拠

（２）余裕金運用についての考え方


（３）その他収入についての考え方


（注１）施設整備費、維持管理に係る費用見積り及びこれらの積算根拠は、施設整備費用計画 ①（様式Ⅳ－７－①Ａ～Ｃ）、施設整備費用計画 ②（様式Ⅳ－７－②）、維持管理費用計画（様式Ⅳ－８Ａ～Ｅ）の該当する様式に記入してください。
（注２）入札説明書別添資料５「事業契約書（案）」別紙５　３（１）イ（ｱ）に記載のとおり、基準金利は７年物（円－円）金利スワップレート及び10年物（円－円）金利スワップレートの２つですが、提案する上乗せのスプレッドは１つとしてください。また、その計算過程は、イの「根拠」欄に必ず記入してください。
（注３）その他収入を想定している場合は、本欄に記入してください。


（様式Ⅳ－13－①Ａ）

	長期収支計画 ①Ａ

	現在想定している長期収支計画を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）





（様式Ⅳ－13－①Ｂ）

	長期収支計画 ①Ｂ

	（前頁からの続き）

★ 応募者において想定するダウンサイドケースについても、想定条件とともに、作成してください。

（注１）物価変動を除いた額を記入してください。消費税及び地方消費税については、収支計画では除き、資金計画では含めてください。

（注２）可能な範囲で具体的に記入してください。

（注３）収支計画における収入のうちの余裕金運用益、その他の積算根拠については、本様式に別紙の形式で添付してください。

（注４）その他の様式と関連のある項目の数値は、整合性の取れる形で記入してください。

（注５）Microsoft社製Excel（Windows版）のファイル形式で提出してください。


（様式Ⅳ－16）

	リスク対応計画

	リスクに対する対応策について、以下に言及しつつ、記述してください。

１　ＳＰＣ内におけるリスク分担の考え方

２　想定するリスクの種類及び各リスクについての対応策及び対応の主体

３　保険の付保計画及び各保険の付保内容（保険契約者、被保険者、対象範囲、保険期間、てん補限度額、保険料、免責金額など）

（注１）設計・工事段階、維持管理段階に分けて記述してください。

（注２）上記２における想定するリスクの種類には、本事業の実施方針別紙２のリスク分担表に記載のリスクを網羅してください。








　項目�
平成


20


年度�
平成


21


年度�



…�
…�
平成


27


年度�
平成


28


年度�
�
開業関連費�
�
�
�
�
�
事前調査費�
�
�
�
�
�
�
�
�
設計費�
�
�
�
�
�
�
�
�
工事監理費�
�
�
�
�
�
�
�
�
周辺影響調査・電波障害等対策費�
�
�
�
�
�
�
�
�
契約関連経費�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注３）�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
�
直接工事費�
�
�
�
�
�
浄水施設�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
膜ろ過装置�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他�
�
�
�
�
�
�
�
�
配水池�
�
�
�
�
�
�
�
�
薬品設備�
�
�
�
�
�
�
�
�
事業者用管理棟�
�
�
�
�
�
�
�
�
排水処理施設�
�
�
�
�
�
�
�
�
電気設備�
�
�
�
�
�
�
�
�
計装設備�
�
�
�
�
�
�
�
�
場内配管�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他必要な附帯施設�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注３）�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
�
共通費�
�
�
�
�
�
共通仮設費�
�
�
�
�
�
�
�
�
現場管理費�
�
�
�
�
�
�
�
�
一般管理費�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
 �
�
�
�
�
�
�
開業関連費及び工事費　計�
�
�
�
�
�
�
�
合計�
 消費税・地方消費税抜き�
�
�
�
�
�
�
�
�
 消費税・地方消費税相当額�
�
�
�
�
�
�
�
�
 消費税・地方消費税込み�
�
�
�
�
�
�
�
（注１）物価変動を除いた額を記入してください。


（注２）各項目の例示を踏まえて積算し、その根拠を積算根拠欄に記入してください。


（注３）その他については、可能な範囲で具体的に記入してください。


（注４）提案内容により、適宜費目を訂正・追加の上、記入してください。


（注５）金額は、千円未満は切捨てで記入してください。


（注６）Microsoft社製Excel（Windows版）のファイル形式で提出してください。



















































































単位（千円）





単位（千円）





単位（千円）





単位（千円）





　　　　　　　　　年度


　項目�
平成


20年度�
平成


21年度�
平成


22年度�
平成


23年度�
‥‥�
平成


45年度�
合計�
�
収支計画�
収入　計�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
サービスの対価�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
余裕金運用益�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注２）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
支出　計�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
維持管理費�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
保険料�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
公租公課�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
支払利息�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
割賦原価�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注２）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
税引前当期損益�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
法人税等�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
税引後当期損益�
�
�
�
�
�
�
�
�
資金計画�
資金需要�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
開業費�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
初期投資�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
設備投資�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
借入金返済�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
配当�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注２）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
資金調達�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
税引後当期損益�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
割賦原価戻入れ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
借入金�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
資本金�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
その他（注２）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
当期資金過不足�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
資金過不足累計�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
借入残高�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
当初借入金�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
運転借入金�
�
�
�
�
�
�
�
�






（注３）�
�






�
�






�
�






スプレッド�
％�
�
�
融資者分�
％�
�
�
ＳＰＣ分�
％�
�






　　　　　　　　　　年度


　項目�
平成


26年度


前期�
平成


26年度


後期�
平成


27年度


前期�
平成


27年度


後期�
‥‥�
平成


45年度


後期�
合計�
�
施設整備費及び支払利息�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
設計・第１段階工事期間


にかかる費用�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
上記の支払利息�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
第２段階工事期間


にかかる費用�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
上記の支払利息�
�
�
�
�
�
�
�
�
維持管理費�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
修繕費を除く維持管理費�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
修繕費�
�
�
�
�
�
�
�
�
総計�
�
�
�
�
�
�
�
�






　　　　　　　　年度





 　　項目�
１年目�
２年目�
･‥�
20年目�
合計�
�
�
平成


26年度�
平成


27年度�
…�
平成


45年度�
�
�
計装設備�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
場内配管�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
その他


必要な


附帯設備�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
その他�
�
�
�
�
�
�
�
（注３）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小計�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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